
未来志向の 
「共創サステナビリティ経営」
丸井グループがめざすビジネスとは、すべてのステークホルダーとの共創により、「課題」を「価値」に変えていくことです。 

少子高齢化など課題先進国と言われる日本には、約1億2,675万人の多様な人々が暮らしています。丸井グループは、 

すべての人が取り残されることなく「しあわせ」を感じられるインクルーシブで豊かな社会をめざしています。それが、私たち

のめざす「共創サステナビリティ経営」です。

① EC化
② モノ消費からコト消費への移行
③ シェアリングエコノミーの台頭
④ 少子高齢化
⑤ インバウンド需要の拡大
⑥ キャッシュレス化
⑦ 貯蓄から投資へ
⑧ 低金利時代の終息

マルイ・モディ店舗に 
ご来店のお客さま

年間のべ2億人
 

自社ECサイトを 
訪問されるお客さま

年間のべ1.1億人
 

若者を中心とした 
エポスカード会員

636万人

丸井グループ 
総取扱高

1兆9,337億円
 
「ラクチンきれいシューズ」 

累計販売足数

350万足以上
 

エポスカード 
年平均成長率

17%

 
エポスカード業界最高水準の 
カード1枚当たり利益

6,500円
 

エポスカード 
業界最低水準の貸倒率

1.45%

市場規模5.94兆円 
LGBTの方 を々インクルード

13人に1人
 

障がいのある方 を々 
インクルード

860万人
 

65歳以上の 
高齢者の方 を々インクルード

3,484万人
 

15～39歳の 
若年層の方 を々インクルード

3,376万人
 

日本における 
在留外国人の方 を々インクルード

238万人

創業のDNA

「信用はお客さまと共につくるもの」
「景気は自らつくるもの」

お客さま視点を持った従業員 
共創経営のマネジメント

グループ一体経営による 
丸井グループの独自性

小売 金融

商業施設 クレジットカード自社商品

すべての人が 
「しあわせ」を感じられる 
インクルーシブで豊かな 

社会の実現

自社ECサイト

→P.38

 2017年3月時点

お客さまや社会の変化

経営基盤 顧客基盤 価値創出 新たな需要の創出

共創サステナビリティ経営のビジネスモデル

すべてのステークホルダーとの共創
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